
１
上
随
想

９
“
小
説
１

Ｒ
υ
評
論
ｌ

乙
〓
小
説
２
　
　
　
城
の
崎
に
て

ヽ
υ
評
論
２

欲
望
と
科
学

‥

６
）
詩
歌

只
〉
小
説
３

富
嶽
百
景

…

鏡

…
…
…

‘

０
ノ
評
論
４

…
…
…
…
福
岡
伸

一

…
…
…
…
原
　
研
哉

届
く
言
葉

―
…
…
‥
……
…
…

記
憶
に
な
い
街
路
樹

…
…
…

内
田
　
樹

　

１０

三
崎
亜
配

　

ヽ

羅
生
門

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

ド
ラ
イ

・
ク
リ
ー

ニ
ン
グ

…
…

小
競
の
読
み
方

…
…
…
…
…
―
―
‥
‥
‥
‥
・

今
こ
こ
に
あ
る
無
数
の
未
知

…

水
の
東
西

…
…
…
…
…
１
１
１
１
‥

評
論
の
籠
み
方

…
…

…
，
１
１
１
…
…
…
…

沖
縄
の
手
記
か
ら

…
…
…
…

文
字
へ
の
Ｆ
Ｏ
　
「自
分
」
と
い
う
語

時
間
と
自
由
の
関
係
に
つ
い
て

…

思
考
へ
の
扉
０
　
「自
由
」
を
論
じ
る
…
…
…
…

冬
が
来
た
…
…
…
，…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

汚
れ
つ
ち
ま
つ
た
悲
し
み
に
…
…

夏
の
姿

…
…
…
…
…
…
…
……
，…
…

…

十
五
の
心
―
―
短
歌
抄
‥
，‥
‥
‥…

白
牡
丹
―
‐俳
句
抄
―
…
…
…
…
…
…
…

蓼^
考
】

折
々
の
う
た
　
　
大
岡
　
僣

…
…

‥
高
村
光
太
郎

ｍ

…
中
原
中
也

　

１２０

…
吉
野
　
弘

　

１２２

…
木
坂
　
涼

　

協

…
正
岡
子
規
ほ
か
榔

―
高
浜
虚
子
ほ
か
観

】
ご
く
０
∽

げ
０
「
●

文
字
へ
の
扉
②
　
文
体
の
特
色

生
物
の
多
様
性
と
は
何
か
…
‥

白

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

思
考
へ
の
”
０
　
共
有
地
の
悲
劇
…
…
…

芥
川
龍
之
介

η

吉
田
修

一　
　
“

‐
‥
‥
…
…
…
…
４５

石
川
直
樹

山
崎
正
和

‥
志
賀
直
哉

‥
田
宮
虎
彦

…
…
池
内

…
…

内
山

太
宰
　
治

村
上
春
樹

`1   55  50

98  77  6`

:節 了

11`10`1001,017,16420` 1,, 1,2

文

化

科

学

認

識

環

境

情

報

E藍亜
==ζ
¬  (高等学校国語教科書「国語総合」)

現代文編

自
國
団
回

●

ス
ピ
ー
チ
す
る
…
…
…
…
…
２０８

０

調
査
し
て
発
表
す
る
…
…
茄

０

討
論
す
る
…
…
…
，…
…
…
…

２ｉ４

０

随
筆
を
書
く

…
…
…

…
漁

０

意
見
文
を
書
く

…
…
…
…
稀
¨

０

通
知
文
を
書
く
　
―

―
競
一

０

情
報
を
読
み
取
る

…
…
槻
一

０

実
用
文
に
つ
い
て
考
え
る
・
型

７
‘

封
頭
雨
３

∩
円
）
ま
ち
の
豊
か
さ
と
は
何
か

，‥
‥
１
‐
１
１
■
一崎

亮
　

１０８

（□
口）

真
の
自
立
と
は

…
…
…
…
…
…
…
…
，‥
‥

‥
鷲
田
清

一
　

協

∩
国
）
も

の
と
記
号

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
轟
工
嘉
彦
　

１５０

思
考
へ
の
澤
②
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
こ
れ
か
ら

‥
‥
…
…
‥
‥
…
…
…
…
…

ヽ



９
ａ
随
筆

徒
然
草
　
　
兼
好
法
師

城
陸
奥
守
泰
盛
は
，…
…
…
…
…
…
……
…
…
…
…
…
…
嘉
”

丹
波
に
出
雲
と
い
ふ
所
あ
り
…
…
…
…
…
…
…
…
‥
‥
２５０

神
無
月
の
こ
ろ
―
…
…
…
…
…
…
…
…
，…
…
…
…
，
―
枯
“

九
月
二
十
日
の
こ
ろ
…
…
…
……
…
…
…
‘…
…
…
……
亮
一

今
日
は
そ
の
こ
と
を
な
さ
ん
と
思
へ
ど

…
…
…
…

筋

参^
考
）

っ
れ
づ
れ
な
る
ま
ま
に
‥
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
る

古
文
の
窓
０
　
兼
好
法
師
、
こ
ん
な

一
面
も

…
…
…
…
…
…
…
…

る

嘔
υ
作
り
物
語
と
軍
記
物
語

竹
取
物
語

参^
考
）

な
よ
た
け
の
か
ぐ
や
姫

…
…
…
…

天

の
羽
衣

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

古
文
の
憲
０
　
物
目
の
隆
盛

―
―

―
―
―

古
文
の
窓
０
　
月
と
層
、
そ
し
て
古
奥

…
…

古
文
字
習
の
し
る
べ
●
　
敬
語

平
家
物
語

木
曽
の
最
期

…
…
‥‥
…
…
‐…
…
…

〈参
考
》

蔵
園
精
舎
…
…
…
…
…
…
…
…
…

乙
一
日
記
と
随
筆

土
佐

日
記
　
　
紀
貫
之

馬
の
は
な
む
け
…
…
…
…
…
…
…
……
…
‥

羽
根
と
い
ふ
所

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

帰
京

…
…
…
…
…
…
…
…
１
１
…
…
…
…

古
文
の
意
０
　
吉
日

・
古
方
と
旅
立
ち

，
―

和
歌
の
解
釈

―
‥
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

枕
草
子
　
　
清
少
納
言

五
月
ば
か
り
な
ど
に
山
里
に
歩
く
…
，

に
く

き
も

の

…
…
…
，…
…
…
…
…
…
…

《参
考
》

春
は
、
あ
け
ば
の
‥
…
…
…
…
…
…
，

７
・
俳
諧

奥

の
細
道

漂
泊
の
思
ひ

平
泉

…
…
…

立
石
寺

―
‥

大
垣

‥
…
…

松
尾
芭
蕉

◆

古
文
の
広
が
り

「お
も
し
ろ
い
」
と

「お
か
し
い
」

堀
井
令
以
知

…
証

古
文
の
窓
（υ　
和
語
と
漢
語
…
…
…
―
…
…
…
…
…
…
…
，Ｉ
‥
∞

古
文
の
窓
０
　
「平
家
物
語
』
の
合
戦
表
東
描
写

６
）
和
歌
万
葉
集

…
…
…
…
…
…
…
…

古
今
和
歌
集

…
…
…
…
…
，…
…

新
古
今
和
歌
集

…
…
…
…
…
…
…

古
文
学
習
の
し
る
べ
０
　
和
歌
の
修
辞

言
語
活
動
②
　
桜
の
歌
を
読
み
比
べ
る

・

　

―

―

―

322320316012008 30`3052'6   2,42,02,228'286

284282280   27,2'82762742,2332301 02,32`

色|

.し '■
‐

ヽ ヾ

１
一
古
文
入
門

児
の
そ
ら
寝
　
　
『宇
治
拾
遺
物
語
』
‐…
…
…
…猟
¨

古
文
字
習
の
し
る
べ
０
　
古
文
の
言
葉
と
仮
名
遣
い

…
…
…
…
…
劉

検
非
違
使
忠
明
　
『今
昔
物
語
集
』
…
……
………
応
一

古
文
学
習
の
し
る
べ
０
　
現
代
晴
駅
の
た
め
に
　
　
・
　

‥
‘
２４

絵
仏
師
良
秀
　
　
「宇
治
拾
遺
物
語
」
１
１
１
‘
�

古
文
字
習
の
し
る
べ
０
　
係
り
結
び
／
仮
定
条
件
と
確
定
条
件

飾

Ｒ
υ
歌
物
語

伊
勢
物
語

芥
川
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
赤
”

東
下
り
…
…
…
…
…
…
…‥ｌ
ｉ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
”

簡
井
筒
…
…
…
…
…
…
…
‘…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
‐
つ‥‘製

〓
雷
活
動
●
　
古
典
を
自
分
の
言
葉
で
書
き
換
え
る

…
…
…
…
％

古
文
の
意
０
　
恋
羹
と
結
婚

…
…
…
１
１
…
…
…
…
…
…
…
…

別

|



■
上

漢
文
入
門

訓
読

の
基
本

訓
読
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
‥
…
…

格
言

…
…

…
…
…
…
…
……
…
…
…
…
…

故
事
成
語
―

二
編

矛

盾
　
　
　
『韓
非
子
●
…
…
…
…
…
…
…

漠
文
の
窓
０
　
『彗
非
子
』
の
寓
話
の
ね
ら
い

，

推

敲
　
　
　
『唐
詩
紀
事
―
，…
…
…
…
…

９
“
寓
話

Ｒ
υ
唐
詩

乙
ｒ
史
話

電
υ
思
想

寓
話
―
―
三
編

借
・虎
威
・

「戦
国
策
ヽ
…
…
…

漁

父

之

利

『戦
国
策
〓
１
１
‥

塞

翁

馬
　
　
”淮
南
子
」
…
…
…
…

漢
文
の
窓
②
　
漢
文
の
中
で
の

「名
前
」

唐
詩
―

十
首

自
然
を
う
た
う

登
〓鶴
鵠
楼
■
…
…
…
…
…

（参
考
》

豊
口
鶴
楼
　
会
津
八
一

春

暁

１

，…
…
…
…

…

…

江

雪

…
…
‐１
，１
１
１
１
１

望
〓臓

山

瀑

布
・
…
…
…
…

友
情
を
う
た
う

勧
・酒

―

―
…
…
…

…
…
…

（参
考
》

勧
酒
　
井
伏
膊
ニ
１
１

送
・元

二

使
二安

西
）
‐　
‥

史
話
―
―
三
編

晏
子
之
御

「史
記
〓
…

管

飽

之

交

「十
八
史
略
』

臥

薪

嘗

胆

『十
八
史
略
』

漠
文
の
窓
０
　
交
友
論
…
…
…
‐

論
語
―
―
十
章

学
問
を
語
る

・

…
…
…
…
…
…
…
…
…

人
生
を
語
る

―
‥

―
‥
‥‥
…

…
…
‥

政
治
を
層
る

…
　

…
…
…
…
…
…
…
…

孟
子否
忍
・人

之

心

―

―

‥

漠
文
の
窓
０
　
孔
子
と
弟
子
た
ち

，‥

王

3`2 362 3`1 3`1 361 360 360

干
武
陵

之
漁自

352 351 350    042 3403“ 05`3553543788,437237038`384  382381080

附

録

■
現
代
文

評
論
読
解
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

…
…

評
論
文
キ
ー
ワ
ー
ド

１
１
１
‥
…
…

近
代
文
学
史
キ
ー
ワ
ー
ド

…
…
…
…

読
書
案
内

…
…
…
…
…
，，
１
，
，…

■
古
文

品
詞
分
類
表

―
，…
…

…
…
…
…
―

活
用
形
の
用
法

（文
語
）
…
…
…
…
‘

用
言
の
活
用

…
…
…
…
…
…
…
…
…

代
表
的
な
助
動
詞
と
主
な
意
味

‥
ｉ

文
籠
助
動
詞
活
用
表

…
…
…
…
…
…

助
詞
の
分
類
と
用
法

…
…
…
…
…
…

文
需
助
謂

一
覧
豪

…
…
…
…
…
…
…

古
文
重
要
語
句
索
引

…
…
…
…
…
…

日
本
古
典
文
字
史
年
表

…
…
…
―
‥
…

古
典
と
マ
ン
ガ

ー
‥
…
…
…
…
…
…

日
漢
文
漢
文
旬
法

■
■
要
語
の
ま
と
め
　
ヽ

中
国
文
学
史
年
表

…
…
…
…
１
１
１
‥

常
用
演
字
表

・１

日
本

近
代

現
代

文
学
史
年
表

１
，

巻
末
折
り
込
み

旧
国
名
地
図

…
…
…
…

平
安
京
条
坊
図
／

大
内
裏
／
内
裏

‥
―

近
畿
付
近
図

…
…
…

中
国
参
考
地
図

１
１

戦
国
時
代
地
図

１
１

424420  41,416414412410408404401401400  3983。
`3'0388

42`

◇
古
文
通
過
儀
礼
‥‥
…
…
，―
‥
‥
巻
末
（
▼

古
時
刻
／
古
方
位
／
月
の
異
名
／

月
の
満
ち
欠
け
と
月
齢
―
‥
巻
末
▲
▼

女
性
の
装
東
／

古
奥
に
現
れ
る
色
―……
…
…
巻
末
▲Ｖ

男
性
の
装
東
―
，　
……
……
書
末
△▼

住
居
……
…
…
………
…
…
…
巻
末
ネ
▼

官
職
位
階
／
後
宮

…
…
…
―
‥
巻
末
ネ
▼

◇
漢
文
武
器
／
服
装

‐
―
―
―
―
‥
　

“〓
否
０

巻 巻 巻 巻  巻

666δ 6

1‐
‐‐
.つ

｀ ‐ ヽ

漢文編´メ
留
π
≡

に.、ど ・
ヽ
ヽ

■

■

ぉ
・ 1ヽ,一 ._■

黄

鶴
楼

送
メ孟
浩
然

之
・広

陵
・…
撃
白
知

人
生
を
う
た
う

涼
州

詞
…
…
…
…
…
…
，…
…
…
…
…
圭

輪
拙

春

望

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
荘

甫
賊

香
炉
峰

下
、新

卜
・山

居
・

草

堂
初
成
、偶

題
〓東
壁
■
，…
…
自
居
易
飾

公
Ｖ
一署
）

雪
の
い
と
高
う
降
り
た
る
を
　
清
少
納
〓

―
〓
“

言
語
活
動
０
　
訳
詩
を
書
く

…
…
…
…
…
…
‥
‥
‥
ｉ
‥
１
…
…
…
…
…
％

漢
文
の
憲
０
　
菫
詩
の
き
ま
り

‥
―
―
―
―
…
…
…
―
…
…
…
…
…
…
…
…
蜘

―

〓
〓
〓
〓
ｉ
１
１

■
■
■
■
■
一
■
■
ロ



自
分
で

問
題
を

決
め
る
意

見

文

の

書
き
方
を

理
解

す

る

●
意
見
文
を
書
く

意
見
文
と
は
、
あ
る
問
題
に
つ
い
て
、
自
分
の
意
見
や
主
張
を
論
理

的
に
述
べ
る
文
章
で
あ
る
。
書
い
た
意
見
文
を
他
の
人
に
読
ん
で
も
ら

い
、
納
得
し
て
も
ら
つ
た
り
同
意
を
得
た
り
す
る
に
は
、
根
拠
を
明
確

に
し
た
り
、
文
章
の
構
成
を
工
夫
し
た
り
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
そ
の
よ
う
な
意
見
文
の
書
き
方
を
学
習
し
よ
う
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例
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習
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意
見
文
に
は
、
取
り
上
げ
る
問
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を
自
分
で
決
め
る
も
の
と
、
与
え
ら

れ
た
課
題
に
対
す
る
も
の
と
が
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
ま
ず
、
自
分
で
問
題
を
決
め
る
意
見
文
の
書
き
方
に
つ
い

て
取
り
上
げ
る
。

０

取
り
上
げ
る
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を
設
定
す
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初
に
、
ど
の
よ
う
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問
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を
取
り
上
げ
る
か
を
決
め
る
。
取
り
上
げ

る
問
題
を
明
確
に
し
て
お
か
な
い
と
、
明
確
な
意
見
を
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く
こ
と
が
で
き

な
い
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問
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意
見
を
書
く
。

③
提
示
さ
れ
た
図
表
、
統
計
、
写
真
を
読
み
取
っ
て
、
そ
れ
に
対
す
る
自

分
の
意
見
を
書
く
。

こ
の
う
ち
、
こ
こ
で
は
②
の
タ
イ
プ
を
取
り
上
げ
る
。

①

筆
者
の
見
解
を
的
確
に
読
み
取
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５

ま
ず
、
文
章
の
内
容
を
的
確
に
読
み
取
る
。
そ
の
際
、
筆
者
の
見
解
と

根
拠
を
中
心
に
、
文
章
の
趣
旨
を
要
約
す
る
の
も
有
効
な
手
段
で
あ
る
。

要
約
と
は
、
文
章
の
要
点
を
押
さ
え
て
短
く
ま
と
め
る
こ
と
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
ま
ず
は
キ
ー
ワ
ー
ド
を
抜
き
出
し
た
り
、
各
段
落
の

キ
ー
セ
ン
テ
ン
ス
に
傍
線
を
引
い
た
り
す
る
の
も
よ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
ｌｏ

次
ペ
ー
ジ
に
示
す
例
文
で
い
え
ば
、
「不
確
実
性
」
「ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
感

情
」
「
（ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
感
情
を
）
容
認
す
る

（受
容
す
る
）」
な
ど
が
キ
ー

ワ
ー
ド
に
な
る
だ
ろ
う
。

②

筆
者
の
見
解
に
対
し
て
、
自
分
の
意
見
を
書
く

筆
者
の
見
解
に
賛
成
な
の
か
反
対
な
の
か

（ど
の
部
分
に
賛
成
で
、
ど
　
ヽ

の
部
分
に
反
対
か
）
を
明
確
に
し
て
お
く
と
書
き
や
す
い
。

そ
の
た
め
に
は
、
文
章
の
ど
の
部
分
に
対
す
る
意
見
な
の
か
、
そ
の
部

分
を
括
弧

（「　
　
」
）
な
ど
で
引
用
す
る
と
よ
い
。

書
い
た
文
章
を
三
二
三
ベ
ー
ジ
の

「評
価
表
の
例
」
の
観
点
を
も
と
に
　
即

推
敲
し
、
清
書
す
る
。

こ
の
よ
う
な
文
章
構
成
の
型
に
基
づ
い
て
、
構
成
メ
モ
を
作
成
し
、
実

際
に
意
見
文
を
書
く
。

次
に
、
与
え
ら
れ
た
課
題
に
対
す
る
意
見
文
の
書
き
方
を
取
り
上
げ
る
。

そ
れ
に
は
、
次
の
よ
う
な
タ
イ
プ
が
あ
る
。

①
課
題
だ
け
が
提
示
さ
れ
て
い
て
、
自
分
の
意
見
を
書
く
。

□

結
論

（ま
と
め
）

回

本
論
（展
開
）

□

序
論
（導
入
）

問
題
提
起

主

張
根 根 考
拠 拠 察

理 理

自 由
② ①

田
□
を
踏
ま
え
て
、
自
分
の
意
見
を

ま
と
め
る
。

提
起
し
た
問
題
に
つ
い
て
の
解
決
策

が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
も
示
す
。

・
田
で
示
し
た
問
題
や
主
張
に
つ
い
て
、

自
分
の
意
見
を
鮮
し
く
述
べ
る
。

・
資
料
な
ど
を
引
用
し
、
自
分
の
意
見

の
補
強
を
す
る
。

■
想
定
さ
れ
る
反
論
が
あ
る
場
合
に
は
、

そ
れ
に
つ
い
て
の
自
分
の
意
見
も
述

べ
る
。

・
取
り
上
げ
る
問
題
を
示
す
。

・
問
題
に
つ
い
て
の
自
分
の
考
え
を
示

す
。

２
一与
え
ら
れ
た
課
題
に
対
す
る
意
見
文
の
書
き
方
を
理
解
す
る

■

問
題
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
検
討
し
、
根
拠
を
明
確

に
し
て
自
分
の
意
見
を
述
べ
る
。

日

論
理
の
展
開
や
構
成
を
工
夫
し
、
自
分
の
考
え
を
文
章
に
ま
と

め
る
。

日

書
い
た
文
章
に
つ
い
て
気
づ
い
た
点
を
話
し
合
い
、
自
分
の
考

え
を
豊
か
に
す
る
。

３
一

る

言語活動編1220日

Ｃ

意
見
の
根
拠
に
つ
い
て
確
認
す
る

意
見
に
説
得
力
を
持
た
せ
る
た
め
に
、
自
分
の
意
見
の
根
拠
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
な
観
点
か
ら
確
認
す
る
。

・
客
観
的
な
事
実
に
基
づ
い
て
い
る
か
。

・
資
料
か
ら
引
用
す
る
場
合
、
出
典
や
情
報
源
は
、
信
頼
性
の
あ
る
も
　
５

の
か
。

・
主
観
的
で
独
り
よ
が
り
の
判
断
が
含
ま
れ
て
い
な
い
か
。

ま
た
、
根
拠
の
数
を

一
つ
だ
け
で
な
く
複
数
示
し
た
り
、
自
分
の
意
見

に
対
す
る
反
論
を
想
定
し
、
そ
れ
に
対
す
る
意
見
を
示
し
た
り
す
る
と
、

更
に
説
得
力
を
持
た
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ю

四

文
章
の
構
成
を
工
夫
し
て
、
意
見
文
を
書
く

文
章
構
成
の
典
型
的
な
も
の
に
は
、
三
段
型
や
四
段
型

（起

・承
・転

・

結
）
な
ど
が
あ
る
が
、
意
見
文
の
場
合
に
は
、
次
に
示
す
三
段
型
が
書
き

や
す
い
。

|
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例
文

他
の
人
の
意
見
文
を
読
ん
で
評
価
を
し
、
よ
い
と
思

っ
た
点
を
自
分
の

表
現
に
生
か
す
よ
う
に
す
る
。

例
え
ば
下
の
よ
う
な
評
価
表
を
使

っ
て
、
お
互

い
の
意
見
文
に
つ
い
て
、

よ
か
っ
た
点
、
改
善
が
必
要
な
点
な
ど
を
記
入
し
て
、
話
し
合
う
。

次
の
中
か
ら

一
つ
を
選
ん
で
、
文
章
の
内
容
を
要
約
し
、

そ
れ
に
対
す
る
自
分
の
意
見
を
書
こ
う
。

１

最
近
の
新
聞
の
記
事
。

２

教
科
書

「時
間
と
自
由
の
関
係
に
つ
い
て
」
の
次
の
部
分
。

「も
し
か
す
る
と
…
…
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。」

（
一
〇
九

・
６
～

一
一
〇

・
２
）

要
約
の
例

意
見
文
の
例

評
価
表
の
例

総  合 表 現 内容・構成 （　
　
　
）
さ
ん
の
意
見
文
に
つ
い
て

名

前

Ａ
‥
よ
い
　
Ｂ
‥
普
通
　
Ｃ
ｉ
改
善
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る

○
特
に
よ
か

っ
た
点

○
改
善
が
必
要
な
点

○
そ
の
他

語
句
の
使
い
方
は
適
切
か
。

句
読
点
や
括
弧
の
使
い
方
は
適
切
か
。

誤
字

・
脱
字
や
送
り
仮
名
の
誤
り
は
な
い
か
。

自
分
の
考
え
、
結
論
は
明
確
か
。

段
落
構
成
や
展
開
は
適
切
か
。

事
実
と
意
見
、
引
用
は
区
別
さ
れ
て
い
る
か
。

反
論
の
想
定
が
な
さ
れ
て
い
る
か
。

根
拠
は
適
切
で
説
得
力
が
あ
る
か
。

問
題
提
起
は
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
か
。

Ａ

　

Ｂ

　

Ｃ

Ａ

　

Ｂ

　

Ｃ

Ａ

　

Ｂ

　

Ｃ

Ａ

　

Ｂ

　

Ｃ

Ａ

　

Ｂ

　

Ｃ

Ａ

　

Ｂ

　

Ｃ

Ａ

　

Ｂ

　

Ｃ

Ａ

　

Ｂ

　

Ｃ

人
生
が
う
ま
く
い
く
か
ど
う
か
は
、
そ
の
多
く
が
不
確
実
性
に
対
す
る
対
処
の
方

法
に
よ
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
不
確
実
性
を
避
け
て
、
確

実
な
こ
と
ば
か
り
を
や
っ
て
い
れ
ば
、
先
細
り
に
な
り
ま
す
。
か
と
い
つ
て
、
不
安

の
よ
う
な
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
感
情
に
支
配
さ
れ
て
し
ま
う
と
、
不
確
実
性
に
積
極
的
に

向
き
合
っ
て
い
く
勇
気
が
生
ま
れ
ま
せ
ん
。
生
き
る
中
で
、
確
実
な
こ
と
は
何
も
な

い
と
い
う
現
実
は
．
実
に
や
っ
か
い
な
問
題
を
私
た
ち
に
突
き
つ
け
る
の
で
す
．

大
切
な
こ
と
は
、
ネ
ガ
テ
ィ
ツ
な
感
情
は
決
し
て
意
味
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
、

と
気
が
つ
く
こ
と
で
す
。
否
定
的
な
感
僣
も
、
私
た
ち
人
間
の
生
を
支
え
る

「感
情

の
ェ
コ
ロ
ジ
ー
」
の
中
で
意
味
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
．
進
化
の
過
程
で
生
き
残
っ
て

き
た
の
で
す
。
そ
の
よ
う
な

一気
づ
き
」
に
よ
っ
て
Ｆ
自
分
が
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
感
情

を
持
つ
こ
と
自
体
を
ま
ず
は
容
認
す
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
．

ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
感
情
の
存
在
を
、
頭
ご
な
し
に
否
定
し
．
そ
れ
を
見
よ
う
と
し
な

い
の
で
は
な
く
．
そ
の
よ
う
な
感
情
が
あ
る
こ
と
を
直
視
し
、
受
容
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
か
え
っ
て
感
情
の
谷
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
私
は
考
え
ま
す
。

＊

感̈
情
の
エ
コ
ロ
ジ
ー
」

肯
定
的
感
情
と
否
定
的
感
情
の
パ
ラ
ン
ス
．

（藤
木ｒ
熾
↓
鵬

『
「脳
」
整
理
法
」
に
よ
る
）

□

自
分
で
設
定
し
た
問
題
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
検
討
し
、
そ

の
内
容
に
対
し
て
根
拠
を
明
確
に
し
て
自
分
の
意
見
を
述
べ
る

こ
と
が
で
き
た
か
。

□

課
題
文
を
正
確
に
読
み
取
っ
て
要
約
し
、
自
分
の
考
え
を
読
み

手
に
伝
わ
る
よ
う
に
意
見
文
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
た
か
。

□

他
の
人
の
書
い
た
意
見
文
を
読
ん
で
気
づ
い
た
点
を
話
し
合
い
、

自
分
の
考
え
を
豊
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
。

評価の
ポイント

ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
感
情
に
支
配
さ
れ
る
と
、
そ
の
対
処
法
に
よ
っ
て
人
生
が
う
ま
く

い
く
か
ど
う
か
が
決
ま
る
不
確
実
性
に
向
き
合
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
大
切
な
の
は
、

ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
感
情
に
も
意
味
が
あ
る
か
ら
こ
そ
．
進
化
の
過
程
で
生
き
残
っ
て
き

た
と
い
う
こ
と
に
気
づ
き
、
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
感
情
を
持
つ
こ
と
を
容
認
す
る
こ
と
で

あ
る
。
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
感
情
を
否
定
せ
ず
に
直
視
し
．
受
容
す
る
こ
と
で
感
情
の
谷

を
乗
り
鶴
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
．

４
一評
価
表
を
使
っ
て
、
気
づ
い
た
点
を
話
し
合
う

タ

目

日

筆
者
の
見
解
に
同
意
で
あ
る
が
、　
一
部
不
満
も
あ
る
。

一ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
感
情
を
持
つ
こ
と
自
体
を
ま
ず
は
容
認
す
る
こ
と
が
大
切
」
と

い
う
点
に
は
賛
成
で
あ
る
。
人
間
は
誰
で
も
不
安
な
気
持
ち
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。

つ
ま
り
．
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
感
情
を
持
つ
こ
と
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
う

で
あ
る
な
ら
ば
．
そ
の
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
感
情
に
対
し
て
、
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
す
る
の

で
は
な
く
、
む
し
ろ
直
視
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
不
確
実
性
と
積
極
的
に
向
き
合
え

ば
、
新
し
い
発
見
や
経
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
か
に
は
、
「ポ
ジ
テ
イ
ウ
」
こ
そ
が
だ
い
じ
だ
と
い
う
人
も
い
る
。
確
か
に
、

ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
な
感
情
は
、
不
確
実
性
や
困
難
に
立
ち
向
か
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
る
。

し
か
し
、
誰
も
が
そ
れ
だ
け
で
生
き
て
い
け
る
わ
け
で
は
な
い
。
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
感

情
に
苦
し
ん
で
い
る
人
に
向
か
っ
て
．
も
っ
と
ポ
ジ
テ
ィ
ウ
な
感
情
を
持
ち
な
さ
い

と
声
を
か
け
て
も
．
声
を
か
け
ら
れ
た
人
に
と
っ
て
は
な
ん
の
解
決
に
も
な
ら
な
い
。

も
ち
ろ
ん
、
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
感
情
ば
か
り
で
は
、
生
き
て
い
く
の
が
楽
し
く
な
く

な
っ
て
し
ま
う
。
筆
者
も
言
う
よ
う
に
、
「感
情
の
エ
コ
ロ
ジ
ー
」
が
大
切
な
の
た
。

た
だ
し
、
問
題
は
そ
の
先
で
あ
る
。
ど
う
す
れ
ば
、
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
感
情
を
直
視

し
、
受
容
し
た
う
え
て
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
最
も
重
要
で
、
し
か
も
困
難
な
課
題
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
点
に
つ

い
て
、
筆
者
は
少
な
く
と
も
例
文
の
範
囲
で
は
触
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
そ
れ
ぞ

れ
が
こ
れ
か
ら
の
人
生
で
不
確
実
性
に
出
合
う
た
び
に
、
そ
の
つ
と
、
自
ら
考
え
、

探
っ
て
い
く
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
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